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１２ 

結果は議案にそれぞれ表示 

６
月
定
例
会
か
ら
　 

議
員
の
質
問
を
　 

新
聞
に
掲
載 

議案採決結果  第１回定例会  ◎＝満場一致で可決      ○＝賛成多数で可決 

この議会だよりは再生紙を使用しています。 

◎
最
後
の
マ
ン
モ
ス
議
会
　
　

★
合
併
に
よ
り
市
議
会
は
、
旧

市
の
３４
人
に
、
在
任
特
例
を
適

用
し
た
旧
４
町
村
の
４７
人
が
加

わ
っ
て
、
議
員
数
８１
人
の
道
内

最
多
の
議
会
が
誕
生
し
、
マ
ン

モ
ス
議
会
と
称
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
今
定
例
会
が
最
後
の
議

会
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　

★
４
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
で

は
、
旧
市
の
定
数
３４
人
に
旧
４

町
村
地
区
は
各
１
人
で
、
改
選

後
は
３８
人
と
な
り
、
今
で
は
見

慣
れ
た
大
所
帯
の
議
場
風
景
は
、

次
の
議
会
か
ら
は
多
少
さ
み
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

★
広
報
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
、

市
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く

正
確
に
議
会
の
内
容
を
お
伝
え

す
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
現
在
の
委
員
で
は
最
後

の
編
集
と
な
り
ま
す
が
、
今
後

と
も
ご
愛
読
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
紙
面
の
改
善
に
向
け

て
の
ご
意
見
・
ご
提
言
も
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　

★
こ
の
紙
面
に
関
し
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
議
会
事
務
局
議
事

調
査
課
２１ 
　
３
７
６
０
ま
で
。

　
 

　
平
成
１９
年
６
月
定
例
会
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
定
例
会
終
了
後
に

発
行
す
る
議
会
だ
よ
り
に
加
え
、

事
前
に
定
例
会
の
開
催
内
容
等

を
多
く
の
市
民
に
周
知
し
、
傍

聴
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
新
た

に
新
聞
掲
載
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

﹇
掲
載
日
﹈
　
　
　
　
　
　
　

　
代
表
質
問
や
一
般
質
問
が
行

わ
れ
る
前
日
の
朝
刊
　
　
　
　

﹇
掲
載
内
容
﹈
　
　
　
　
　
　

　
質
問
す
る
議
員
名
、
予
定
さ

れ
る
代
表
質
問
や
一
般
質
問
の

日
時
や
内
容
な
ど
　
　
　
　
　

﹇
掲
載
紙
﹈
　
　
　
　
　
　
　

　
北
海
道
新
聞
、
函
館
新
聞
、

朝
日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
読
売

新
聞
の
５
紙
　
　
　
　
　
　
　

　
な
お
、
定
例
会
終
了
後
に
発

行
し
て
い
た
議
会
だ
よ
り
は
、

掲
載
内
容
を
見
直
し
、
経
費
は

増
え
な
い
よ
う
配
慮
い
た
し
ま

す
の
で
、
今
後
も
ご
愛
読
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　

　
 

広
報
委
員
会
 

平成１９年度予算‥‥‥‥‥‥‥‥‥   １６件 
　３ページに記載しております。 
平成１８年度補正予算‥‥‥‥‥‥‥      ９件 
○一般会計（反対　日本共産党） 
◎港湾事業特別会計     
○国民健康保険事業特別会計 
　（反対　日本共産党） 
◎自転車競走事業特別会計 
◎奨学資金特別会計  
◎老人保健医療事業特別会計      
◎介護保険事業特別会計 
◎交通事業会計 
◎病院事業会計 
 
条例の制定‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥      １件 
◎奨学基金条例 
 
条例の改正‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥    ２４件 
◎表彰条例等 
◎市立函館保健所運営協議会条例 
◎市立函館保健所感染症診査協議会条例 
◎支所設置条例 
○職員定数条例（反対　日本共産党） 

◎特別職の職員の給与等に関する条例 
◎教育委員会教育長の給与および勤務条 
　件等に関する条例 
◎職員退職手当条例 
◎職員等の旅費に関する条例 
◎土地開発基金条例等 
◎西部地区歴史的町並み基金の設置および管 
　理に関する条例 
◎在宅福祉ふれあい基金の設置および管理に 
　関する条例 
◎児童館条例 
◎国民健康保険条例 
◎衛生試験所設置条例 
◎道路占用料徴収条例 
◎都市公園条例等     
◎建築基準条例 
◎地区計画の区域内における建築物の制限に 
　関する条例 
◎消防本部及び消防署の設置等に関する条例 
◎地域温泉施設条例 
○議会委員会条例（反対　日本共産党） 
◎議会の議員および長の選挙における選挙運 
　動の公費負担に関する条例 
 

◎市立函館保健所使用料及び手数料条例 
 
条例の廃止‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥      ３件 
◎市史編さん審議会条例 
◎母子家庭および寡婦応急生活資金貸付条 
　例 
◎海員水産会館条例 
 
工事請負契約‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥      １件 
◎函館高等学校校舎改修主体工事 
 
人事案件‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥      ２件 
◎固定資産評価審査委員会の委員の選任の 
　同意       
◎人権擁護委員候補者の推薦 
 
その他‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥      ６件 
◎函館圏公立大学広域連合規約の変更 
◎函館湾流域下水道事務組合規約の変更 
◎包括外部監査契約の締結 
◎新たに生じた土地の確認 
◎町の区域の変更 
◎損害賠償の額 

１．本会議運営 
　　　議会の機能と権限を十分に発揮するため、議案審査の手 
　　続きの一環である質疑と議案に関わらず行える一般質問を 
　　明確に区分することなどを決めました。 
２．委員会運営 
　　　報告中心の委員会運営を改め、委員会の議案提案・修正 
　　権など、政策立案機能を発揮するため、修正や撤回を求め 
　　る場合、委員全員で協議し委員会として意思決定するなど 
　　委員同士で議論することなどを決めました。 
３．議会費 
　　　平成１８年度から政務調査費を議員一人月額７万円から５ 
　　万円に減額しました。 
４．その他 
　　　意見書・決議の提出を願意とする陳情は、速やかに意見 
　　書・決議を提案できるよう見直しました。 

※詳しくは、ホームページに掲載しております。 
　　　　　　　　　　　議会改革ワーキンググループ　 

　平成１８年２月２２日に「議会改革検討ワーキンググループ」を
設置し、「議会本来の機能や役割をいかに発揮するか」を視点に、
大きく４項目に関して取り組みました。主な内容は次のとおりです。

議会改革  


